
        
 

                    
 

   

  

令
和
４
年
度
山
中
温
泉
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
総
会
が
４
月

12
日
、
山
中
温
泉
文
化
会
館
・

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約

50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

辻
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
決
算
・
予
算
な
ど

の
議
案
（
別
紙
）
が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

12
年
目
を
迎
え
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
役
員
や
各
部
員
だ
け
で
な
く
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
ま
ち

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

              
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

～
総
会
の
様
子
～

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、 

大

き

な

会

場

で

イ

ス

の

間

隔

を
あ
け
開
催
し
ま
し
た 

 

広報 
第１２９号 
２０２２（令和４年） 

５月号 
 

３月号 

山中温泉地区まちづくり推進協議会 

  
 

 

 

会

長 

辻 
 

和
成
（
東
町
二
） 

副

会

長 

竹
村 

勝
広
（
緑
ヶ
丘
） 

副

会

長 

吉
本 

龍
平
（
下 

谷
） 

公

民

館

長 

新
家
由
希
子
（ 

南 

） 

事

務

局

長 

新
本 

欣
悟
（ 

栄 

） 

事

務

局

会

計 

鹿
野 

雄
一
（
薬 

師
） 

総

務

広

報

部

長 

大
下 

大
輔
（
下 

谷
） 

健

康

福

祉

部

長 

松
原 

一
志
（ 

栄 

） 

環

境

安

全

部

長 
 

津
田
俊
一
朗
（
東
町
一
） 

文

化

ス

ポ

ー

ツ

部

長 

藤
井 

雅
英
（
本
町
一
） 

文

化

班

長 

打
出 

浩
喜
（ 

南 

） 

ス

ポ

ー

ツ

班

長 

橋
本 

 

章
（
東
桂
木
） 

理

事 

今
津
和
喜
夫
（
湯
の
本
） 

理

事 

荒
谷 

啓
一
（
河 

鹿
） 

理

事 

新
家 

直
樹
（ 

栄 

） 

理

事 

多
田 

有
宏
（
湯
の
出
） 

理

事 

村
田 

和
人
（
湯
の
出
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



2 

    
マスクの着用、こまめな手洗い 感染防止に努めましょう 

山
中
温
泉
地
区 

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

辻 

和
成 

 

本
年
度
、
引
き
続
き
会
長
の
辻
で
す
。 

日
頃
よ
り
、
皆
々
様
か
ら
の
ご
高
配
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

大
き
く
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、
先
の

見
え
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
員

の
皆
様
と
適
切
な
対
応
で
各
事
業
が
開
催

で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  山
中
温
泉
地
区
町
内
会
連
合
会 

会
長 

竹
村 

勝
広 

 

各
町
内
会
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
、
町
内
会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
度
、
令
和
４
年
度
の
連
合

会
長
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
甚
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
か
ら
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
、
愛
す
る
山
中
温
泉

の
た
め
に
粉
骨
砕
身
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

町
内
会
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る

よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
の

連
携
を
よ
り
密
に
し
て
い
く
こ
と
や
、
よ

り
良
い
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆

様
の
ご
意
見
ご
要
望
な
り
を
ご
遠
慮
な
く

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
市
行
政
に
届
く
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

何
卒
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

    

                 

                    
 

第
68
回
山
中
温
泉

 

消
火
栓
放
水
競
技
大
会  

日
時 

５
月

８
日
（
日
）
９
時 

会
場 

山
中
座
周
辺 

 

大
会
当
日
は

7
時
～

12
時
頃
ま
で
、
山
中

座
周
辺
は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
問
】
消
防
署
山
中
分
署
（

78-

０
１
１
９
） 

新
し
い
町
内
会
長
を
ご
紹
介
し
ま
す 

 

令
和
４
年
度
温
泉
地
区
町
内
会
連
合
会

 

 

会

 
 

長 

竹
村 

勝
広
（
緑

ヶ

丘
） 

副

会

長 

山
本 

 

学
（
下

 

谷
） 

〃 
 

能
村 

佳
孝
（
本

町

二
） 

〃 
 

南
出 

安
生
（
冨

士

見
） 

〃 
 

宮
本 

 

優
（
上

 

野
） 

議

 
 

長 

小
原 

篤
志
（ 

南

 

） 

会

計

・

書

記 

村
井 

雅
之
（
西

桂

木
） 

 

桑
原 

 

茂
（
こ
お
ろ
ぎ
） 

 
 

 
 

 
冨
樫 

和
国
（ 

栄

 

） 
元
祐 

正
彦
（
河

鹿
） 

日
下 
賢
裕
（
湯

の

出
） 

嘉
野 
勝
仁
（
本

町

一
） 

山
本
泰
士
郎
（
東

町

二
） 

中
出 

博
道
（
東

町

一
） 

寺
岸 

良
泰
（
湯

の

本
） 

岩
倉 

康
夫
（
薬

師
） 

福
田 

一
昭
（
白

山
） 

大
下 

靖
広
（
東

桂

木
） 

山
中
温
泉
支
所
で
の 

窓
口
課
業
務
が
終
了
し
ま
す 

 

５
月

31
日

（
火

）
を
も
っ
て
、
山

中

温

泉

支
所
の
窓
口
課
業
務
が
終
了
し
ま
す
。 

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
山
中
郵
便
局
に
お
い

て
、
各
種
証
明
書
の
交
付
等
の
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
班
回
覧
す
る
「
窓
口
業
務
は

山

中

郵

便

局

へ
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ

い
。 

 ▼
山
中
郵
便
局
で
取
り
扱
う
業
務 

・
各
種
証
明
書
の
交
付 

・
各
種
申
請
書
の
受
付 

▼
山
中
郵
便
局
の
営
業
時
間 

・
平
日 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

 【
問
】 

加
賀
市
窓
口
課
（
72-

７
８
８
１
） 



3 
家族で、職場で、学校で、地域みんなでコロナ対策 

 

   

震

災

時

の

温

泉

地

区

避

難

所

は
「
山
中
小
学
校
」

と
「
山
中
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
ゆ

ざ
や
）
」
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

環

境

安

全

部

で

は

両

施

設

の

ご
理
解
を
得
て
、

令
和
３
年
度
に
「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
」「
間
仕

切
り
」「
発
電
機
」
等
の
配
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
４
年
度
は
加
賀
市
の
防
災
訓
練
が
山

中
地
区
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
各
町
内
会
の
住
民
安
否
確
認
訓
練
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
回
配
備
し
た
備
品
を
非
常
時
に
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
、
動
作
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

「
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
燃
料
発
電
機
」「
手
廻
し

発
電
機
」「
充
電
器
」「
照
明
灯
」「
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
」
等
、
い
ざ
と
い
う
時
に
「
動
か
な

い
！ 

分
か
ら
な
い

!
」
と
い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
の
作
業
で
し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
戸
惑
い
、
確
認
作
業
の
大
切
さ
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
と
総
湯

周
辺(

ゆ
ざ
や)

と
の
通
信
の
困
難
さ
も
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今

後

も

必

要

備

品

の

配

備

を

進

め

る

と

と

も

に
、
防
災
訓
練
等

の
機
会
に
、
皆
様

に

も

参

加

い

た

だ

け

る

実

動

訓

練
を
行
い
ま
す
。

合

わ

せ

て

各

家

庭

で

準

備

し

て

い

た

だ

き

た

い

防
災
備
品
等
の
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
「
防
災
士
」
と
し
て
活
動
す
る
方
が

増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
ま
ち
づ
く
り
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

〈
川
畑 

嘉
貴
（
南
）
〉 

 

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
で
す 

 
 

 

小
・
中
学
校
入
学
式 

 

４
月
６
日
、
小
・
中
学
校
の 

入
学
式
が
行
わ
れ
、
山
中
小
学 

校
で
は

32
人
（
男

21
・
女

11
）
の
新
入
生
が
、

初
め
て
の
学
校
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。 

山
中
中
学
校
で
は

61
人
（
男

36
・
女

25
）

の
新
入
生
が
、
き
り
っ
と
し
た
表
情
で
式
に

参
列
し
て
い
ま
し
た
。 

    

３
月

19
日
、
卒
業
の

中
学
３
年
生
と
小
学
生

が
最
後
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。 

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
は
次
々
と

中
止
に
な
り
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
２
年
続
け
て
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
中
、
何
か
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
思

い
出
作
り
に
な
る
行
事
が
で
き
な
い
か
と

木
村
公
民
館
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
む
か

し
遊
び
の
「
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
」
を
思
い
出
の

作
品
と
し
て
作
っ
て
み
た
ら
と
の
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
館
長
直
々

に
材
料
の
準
備
か
ら
指
導
ま
で
し
て
く
だ

さ
る
と
の
こ
と
で
、
当
日
は
【
一
部
・
ぶ
ん

ぶ
ん
ゴ
マ
を
作
ろ
う
】
【
二
部
・
春
の
星
を

見
て
み
よ
う
】【
三
部
・
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
】

と
、
本
当
に
楽
し
い
会
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
の
終
わ
り
に
は
、
一
斉
に
子
ど

も
た
ち
が
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
を
回
し
、
満
足
そ

う
な
笑
顔
に
改
め
て
む
か
し
遊
び
の
大
切

さ
を
感
じ
た
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

館
長
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
皆
様
に
ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

〈
山
中
児
童
セ
ン
タ
ー
所
長 

宇
賀
神 

曜
子
〉 

お
わ
か
れ
会 
防

災

備

品

の

確

認

作

業 

発電機の使い方確認  

備品の収納  



いただきあ りがと う ございまし た。お か げさまを持 ちまし て 無事終了す ること が でき

ました。心より御礼申し上げます。  

※来館時のお願い 

     ◎マスク着用をお願いします。     ◎入館の際は、手指・足元の消毒・検温測定をお願いします 

     ◎入館受付名簿の記入 

忘
れ
し
ゃ
ん
す
な 

 

 

 
 
 

 

  

 

 

 
 

 
 

 

※ 行事の参加は全て予約となっています。 

※ 新型コロナ感染症拡大状況により行事の変更・中止や、遊べる時間・ 

入場者数が制限されることがあります。 

※ プラネタリウム一般投影は中止とさせていただきます。 

 

 

 

 

 
 

日時 行事 場所 主催 

 ③ 

 ④ 

（火 ）  

（水 ）  

９：００ 

～  
１７：００ 

山 中 漆 器 祭  山中座前広場 漆器組合 

  

 ④ 

 

 

 

 

（水 ）  

 

 

 

 

１３：３０ 

 

 

 

甘 茶 祭 法 要  
 

※甘 茶 のふるまいは、  

④日 午 後 と⑤日 午 前 中 です  

医王寺境内 医王寺 

 ８ （日 ）  
９：００ 

～  
１２：００ 

第 ６８回 山 中 温 泉  

消 火 栓 放 水 競 技 大 会  
山中座周辺 消防山中分署 

月  火  水  木  金  
 

下谷げんきクラブ  

（ ゆ 1 0 時 30 分 ） 

大正琴 きくの会  
（月 3 回 ）  

 (ゆ  1 3 時 30 分 ） 

ＬＬクラブ 
（ ゆ 9 時 30 分 ）  

すくすくおはなし会  
（図 10 時 30 分※第２） 

温泉げんきくらぶ 
（ ゆ 1 0 時 ）  

 
 

  

ＬＬクラブ 
（ ゆ 9 時 30 分 ）  
脳活（第 2・4） 
朗読（第 1・3） 

(ゆ  1 3 時 30 分 ）  
 

＜ 基 本 毎 日 ＞  ヘルストロン･マッサージチェア（老 9 時～16 時）  
 

※新型コロナウイルス感染症対策として、中止となる場合があります。 
 

ゆ：高齢者ふれあいセンターゆざや（78-1370） 老：老人福祉センター（78-1370）   図：山中図書館（78-4441） 
 

 

コ

ロ

ナ

コ

ロ

ナ

で

、

こ

こ

２

年

ほ

ど

加

賀

市

の

行

事

は

全

て

中

止

に

な

っ

て

し

ま

い

ま
し
た
。 

飲

食

店

や

旅

館

の

皆

さ

ん

は

大

き

な

犠

牲

を

払

っ

た

の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

し

か

し

、

今

年

に

な

っ

て

か

ら

少

し

世

の

中

が

動

き

出

し

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。

町

の

行

事

も

恐

る

恐

る

計

画

さ

れ

て

い

ま

す

。

加

賀

温

泉

郷

マ

ラ

ソ

ン

も

開

催

さ

れ

ま

し

た
ね
。 

縮

こ

ま

っ

て

引

っ

込

ん

で

い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。 

毎

年

、

続

け

て

い

た

事

は

コ

ロ

ナ

な

ん

か

気

に

し

な

い

で
や
り
ま
し
ょ
う
！ 

（
Ｓ
） 

 

 

月行事予定  

＜児童センター休館日＞  ④ (水 )、 6(金 )、 10・ 17・ 24・ 31(火 )、 15(日 ) 
 

【問】児童センター（ 78－ 3536）  

加 賀 市 山 中 温 泉 西 桂 木 町 ト ５ -１  山 中 温 泉 文 化 会 館 内  山 中 温 泉 地 区 会 館  
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山中節教室 

リズムダンス教室 

天文教室 

プラネタリウム特別投影 

「星と音楽のつどい・春」 

⑤ 

 

 

11・18・25 

14 

 

 

10：00  

   

 

10：30 

10：00 

こどもの日スペシャル 

「みんなで壁面に泳ぐ

こいのぼりを作ろう」 

にこにこ子育てひろば 

俳句教室 

（木） 

 

 

（水）  

（土） 

 

  

 

 

 

21 

 

22 

 

（土） 

 

（日） 

 

14：00 

15：00 

14：00 

15：00 

※来館時のお願い 

◎マスク着用をお願いします。     ◎入館の際は、手指・足元の消毒・検温測定をお願いします。 

  ◎入館受付名簿の記入をお願いします。 ◎水またはお茶の持参をお願いします。 

 

 

迷惑駐車は絶対 

やめましょう！ 
 

菊の湯利用の際には、

コンビニの駐車場や 

銀行横の歩道に 

駐車しないで 

ください。 

 


